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１ . P E R S O N 明 治 ～ 昭 和 前 期 の 哲 学 者 「 西 田 哲 学 」 と し て 世 界 的 に も 知 ら 1。

れ る 。 石 川 県 宇 ノ 気 町 出 身 （ 今 の か ほ く 市 の 中 心 。）

２ . 西 田 哲 学 の 中 心 概 念 。 主 客 未 分 で 具 体 的 ・ 直 接 的 な 経 験 の こ と 。 知 ・ 情 2

・ 意 が 未 分 の 心 や 、 個 人 と し て の 自 我 以 前 の 自 己 な ど 。 禅 体 験 に 裏 打 ち 。

３ . B O O K 西 田 幾 多 郎 の 初 著 。 明 治 4 4（ 1 9 1 1） 年 刊 行 。 西 洋 の 知 性 と 東 洋 3

の 信 仰 心 を 統 合 。 後 者 を 自 我 意 識 の 根 底 の 場 と し て 前 者 の 土 台 と し た 。

４ . P E R S O N 明 治 ～ 昭 和 の 哲 学 者 ・ 倫 理 学 者 。 西 田 哲 学 の 影 響 下 に 『 人 間 4、

の 学 と し て の 倫 理 学 』 を 著 し 、 西 洋 思 想 を 批 判 的 に 受 容 し た 日 本 的 な 哲 学

を 確 立 。

５ . 人 間 を 「 に ん げ ん （ 個 人 的 存 在 ） と し て と ら え る 西 洋 思 想 に 対 し て 、 5」

「 じ ん か ん 」 と と ら え た 和 辻 哲 郎 の 人 間 観 。 前 者 の み で は 利 己 主 義 に 、 後

者 の み で は 全 体 主 義 に 陥 る の で 、 そ の 矛 盾 ・ 対 立 を 弁 証 法 的 に 高 め る こ と

が 大 切 で あ る と し た 。

６ . 和 辻 哲 郎 の 主 著 。 文 化 的 特 徴 に 決 定 的 な 影 響 を 及 ぼ す 地 理 的 条 件 ・ 自 然 6

環 境 で あ る 風 土 を 三 つ の 類 型 に 分 け た 。

７ . 和 辻 哲 郎 の 『 風 土 』 に 見 ら れ る 、 イ ン ド や 南 洋 諸 島 を 中 心 に 、 日 本 や 中 7

国 を 含 め た 東 ア ジ ア な ど の 類 型 。 自 然 の 恵 み と 脅 威 が 、 受 容 的 ・ 忍 従 的 な

民 族 性 や 自 然 崇 拝 の 多 神 教 や 汎 神 論 の 背 景 に あ る と す る 。

８ . 和 辻 哲 郎 の 『 風 土 』 に 見 ら れ る 、 ア ラ ビ ア な ど の 類 型 。 不 毛 と 死 を も た 8

ら す 暑 熱 と 乾 燥 が 、 戦 闘 的 ・ 服 従 的 な 民 族 性 や 厳 格 な 一 神 教 の 背 景 に あ る

と す る 。

９ . 和 辻 哲 郎 の 『 風 土 』 に 見 ら れ る 、 ヨ ー ロ ッ パ な ど の 類 型 。 温 和 で 規 則 的 9

な 自 然 環 境 が 、 人 工 的 ・ 合 理 的 な 民 族 性 や 近 代 的 科 学 精 神 （ 人 間 を 自 然 や

神 の 上 位 に 置 く こ と ） の 背 景 に あ る と す る 。

T. Q .「 幾 多 郎 と 哲 郎 の 哲 学 の 日 本 的 な ユ ニ ー ク さ と は ？ 」

T. A .

幾 多 郎 は 東 洋 的 禅 の 体 験 に 基 づ く 「 客 観 的 個 物 と 主 観 的 我 ・ 精 神 と 物 質 」 の 対 立 を 越 え、 」 「

た 所 に 具 体 的 な 生 や 真 理 を み た 。 一 方 、 哲 郎 は 『 人 間 の 学 と し て の 倫 理 学 』 の 中 で 、 西 洋 の

個 人 主 義 と 日 本 の 共 同 体 的 心 情 を 統 合 し 「 人 間 は 間 柄 的 存 在 で あ る 」 と し た 。、


